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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

駅
名
に
な
っ
た
大
阪
の
橋

で
、
最
も
有
名
か
つ
親
し
み

が
持
た
れ
て
い
る
橋
は
、
淀

屋
橋
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
以
来
の
大
阪
の
中

　

今
大
会
は
、
朝
鮮
半
島
の

南
北
首
脳
会
談
で
署
名
さ
れ

た
板
門
店
宣
言
（
４
月
27

日
）、
米
朝
首
脳
会
談
に
よ

る
共
同
声
明
（
６
月
12
日
）

に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
の
非
核

化
、
朝
鮮
戦
争
の
終
戦
に
向

け
た
大
き
な
前
進
の
中
で
迎

え
ま
し
た
。

　

特
別
集
会
「
非
核
平
和
の

朝
鮮
半
島
と
ア
ジ
ア
―
日
本

の
役
割
」
に
は
、
数
年
ぶ
り

に
核
保
有
国
で
あ
る
中
国
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
を
中
国
政
府
は

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
」

な
ど
の
質
問
に
率
直
に
答
え

て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。

　

大
会
で
は
、
正
し
い
歴
史

認
識
に
向
き
合
い
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
、
多
様
性

を
認
め
合
う
こ
と
、
そ
の
上

で
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
共
通

の
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
核

廃
絶
へ
の
現
実
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
政
府
間
の
交
渉
だ
け
で

な
く
、
民
間
の
交
流
に
よ
っ

て
歴
史
的
な
事
実
と
反
省
に

基
づ
い
た
友
好
を
構
築
す
る

こ
と
が
、
非
核
の
北
東
ア
ジ

ア
、
戦
争
の
な
い
世
界
を
前

に
進
め
る
と
感
じ
ま
し
た
。

核
廃
絶
の
世
界
的
世
論
を
感

じ
、
平
和
運
動
へ
の
確
信
を

得
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
挨
拶
で
安
倍

首
相
は
、
日
本
の
立
場
を
核

心
市
街
・
船
場
と
、
中
之
島

と
を
結
ぶ
橋
梁
で
あ
る
。
中

之
島
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

も
と
は
大
川
の
中
洲
だ
っ

た
。
そ
こ
を
開
発
し
て
市
街

地
と
つ
な
ぐ
橋
を
架
け
た
と

さ
れ
る
の
が
豪
商
・
淀
屋

で
、
そ
れ
が
橋
の
名
前
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
大
阪
に
は
心
斎
橋
（
岡

田
心
斎
）、
太
左
衛
門
橋

（
大
坂
太
左
衛
門
）、
末
吉

橋
（
末
吉
孫
左
衛
門
）、
佐

野
屋
橋
（
佐
野
屋
弥
平
）、

太
郎
助
橋
（
阿
波
屋
太
郎

助
）
な
ど
、
人
名
に
由
来
す

る
橋
の
名
は
多
い
。

　

淀
屋
は
堂
島
の
米
市
を
立

て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

淀
屋
橋
は
そ
の
利
便
を
は
か

る
た
め
に
架
橋
し
た
と
も
い

わ
れ
る
。
淀
屋
の
初
代
は
淀

屋
常
安
だ
が
、
こ
の
人
の
名

は
土
佐
堀
川
に
今
も
架
か
る

常
安
橋
と
し
て
残
っ
て
お

り
、
橋
と
の
深
い
ゆ
か
り
を

感
じ
さ
せ
る
。
淀
屋
橋
は
、

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の

絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
の

で
、
少
な
く
と
も
三
六
〇
年

以
上
の
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

現
在
の
淀
屋
橋
は
、
昭
和

一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
架

け
ら
れ
た
。
重
厚
な
石
橋
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ

る
。
大
阪
市
で
は
、
大
正
後

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
都
市
計
画
に
基
づ
い
て

橋
梁
の
架
け
替
え
を
行
っ
て

い
た
。
そ
の
さ
な
か
、
大
正

一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
関

東
大
震
災
が
起
き
、
多
く
の

橋
が
焼
損
、
落
橋
し
た
。
こ

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
阪
で

は
新
た
に
造
る
橋
の
多
く
を

耐
震
・
耐
火
に
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
淀
屋
橋
に
代
表

さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
で
あ
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を
経
て

意
匠
が
決
め
ら
れ
た
が
、
秀

逸
な
の
は
剥
き
出
し
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
す
る
の
で
は
な

く
、
表
面
に
花
崗
岩
を
張
っ

て
優
美
に
仕
上
げ
た
こ
と
で

あ
る
。
高
欄
、
照
明
灯
、
バ

ル
コ
ニ
ー
な
ど
の
意
匠
も
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
パ
リ
の
よ
う
だ

と
も
い
わ
れ
る
美
し
い
川
と

橋
の
景
観
が
誕
生
し
た
。
淀

屋
橋
と
そ
の
北
に
架
か
る
大

江
橋
は
、
近
代
の
優
れ
た
土

木
遺
産
で
あ
る
と
認
定
さ

れ
、
一
〇
年
前
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ふ

だ
ん
何
気
な
く
渡
っ
て
い
る

橋
に
も
、
そ
の
足
も
と
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
。 

（
終
）

（
大
阪
市
博
物
館
協
会

 

学
芸
員
・
船
越
幹
央
）

第12回　淀屋橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

３
６
０
年
の
歴
史
刻
む
名
橋

パリを思わせる美しい川と橋の景観

人形に触れ、喜ぶ子どもら
＝７月29日、国立文楽劇場

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
三
重
県
四
日
市
市

【
最
寄
駅
】
近
鉄
「
四
日

市
」「
中
川
原
」
両
駅

【
金
額
】
１
４
５
０
万
円
、

家
賃
20
万
円
、
保
証
金
３
カ

月【
設
備
】
設
備
機
器
付

【
そ
の
他
】
レ
セ
２
０
０
枚

（
往
診
な
し
）、
駐
車
場
４

台
、
ス
ー
パ
ー
前
、
１
階
、

内
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
済
み
。

【
連
絡
先
】
０
８
０
‐
１
６

２
３
‐
１
８
８
８
（
浅
井
）

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み
で

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件
の

交
渉
な
ど
は
当
事
者
間
で
お

願
い
し
ま
す
。
掲
載
希
望
な

ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
協
会

新
聞
部
ま
で
。

で
舞
台
で
使
用
し
て
い
た
人

形
に
触
れ
、
記
念
撮
影
を
行

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
迫
力

あ
る
人
形
に
少
し
怖
が
り
な

が
ら
も
、「
人
形
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ

た
。
ま
た
、
今
年
は
桐
竹
氏

の
配
慮
で
、
大
人
も
人
形
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
か
ら
は
「
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
７
月
29
日
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
文
化
企
画

「
夏
休
み
文
楽
親
子
劇
場
」

を
開
き
、
会
員
や
そ
の
家
族

ら
27
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
の
演
目
は
、「
瓜
子

姫
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」「
増

補
大
江
山
」。
演
目
終
了
後

は
、
人
形
遣
い
の
桐
竹
勘
十

郎
氏
の
案
内
で
舞
台
裏
を
見

学
し
た
。

　

舞
台
裏
で
は
、
先
ほ
ど
ま

保
有
国
へ
の
「
橋
渡
し
役
」

と
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

は
一
切
触
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
被
爆
者
の
方
々
や
平
和

を
願
う
国
民
に
背
を
向
け
る

態
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　

政
治
を
動
か
す
の
は
市
民

の
交
流
を
原
動
力
と
し
た
運

動
の
力
で
す
。
核
廃
絶
の
世

論
を
高
め
、
日
本
政
府
に
対

し
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
役

割
を
果
た
す
よ
う
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

親
子
で
文
楽
を
鑑
賞

原
水
禁
世
界
大
会
リ
ポ
ー
ト

理
事　

中
村
新
太
郎

市
民
の
交
流
が
核
廃
絶
の
力

▶
平
和
へ
の
前
進
を
感
じ
た
大

会▲
ア
ジ
ア
の
非
核
化
に
向
け
意

見
を
交
換
し
た
特
別
集
会

日
時　

９
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

こ
ん
な
と
き
ど
〜
す
る
？
偶
発
症
へ
の
緊
急
対
応

大
阪
市
東
部
地
区

日
時　

９
月
29
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

70
人

会
場　

 

泉
佐
野
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス

２
階
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
８
年
４
月
版
）』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

泉
州
地
区日

時　

９
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

口
腔
機
能
管
理
に
必
要
な
基
礎
知
識
〜
口
腔
機
能
低

下
症
に
関
す
る
７
つ
の
検
査
方
法
〜

９
月
度
生
涯
研
修

第
１
回
９
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
訪
問
診
療
】

第
２
回
10
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【 

検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
・
リ

ハ
、
歯
周
疾
患
】

第
３
回
11
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
８
年
４
月
版
）』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

社
保
講
習
会

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８
年
世
界
大
会
in
広
島
（
４
〜

６
日
）
に
参
加
し
た
中
村
新
太
郎
理
事
の
リ
ポ
ー
ト
を

掲
載
す
る
。

法
律　

９
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

９
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談


